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6月定例会 18歳まで医療費助成� ①
議会構成決まる� ⑤

議会改革進める� ⑥
一般質問  ―7人が登壇―� ⑦
ありゃ～どうなったがいね～� ⑯

暑さに負けるな（白帆台保育園）



6月定例会
11日～20日新 規 事 業

　

平
成
25
年
第
2
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
24
・
25
年
度
補
正
予
算
10
件
の
ほ
か
、

条
例
6
件
、
財
産
の
取
得
2
件
、
人
事
案
4
件
の
計
22
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
一
般
会
計
で
は
、
2
億
5
5
2
6
万
円

を
追
加
し
、
総
額
は
79
億
7
5
2
6
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

総合公園フットボール場
� 1億3,000万円
舗装、防球ネット、観客スタンドの設置

蓮湖渚公園� 1,400万円
進入路と駐車場の舗装

千鳥台第3公園� 600万円
遊具の更新

公園整備

乳児及び児童の医療費助成
� 900万円
今年4月にさかのぼり、18歳までの医療費を助成

子ども医療費

骨髄移植ドナー支援事業� 21万円
提供者に1日2万円、勤務している町内事業所へ 
1日1万円を助成（通算7日を上限）

骨髄ドナー助成

18
歳
ま
で
医
療
費
助
成
!!
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可決された

除雪対策

消雪施設の設置工事� 550万円
鶴ヶ丘1丁目押しボタン信号機から県道までの
設置

歩道除雪機購入� 450万円
歩道除雪機3台購入

消雪施設の実施設計� 350万円
のと里山海道の直線化に伴う内灘海浜線 

（海浜千鳥台～ロビンズクラブ）

プレミアム商品券� 300万円
商品券（1,000円×11枚綴り）を3,000セット
発行する商工会に対しての補助

特産品開発� 30万円
北陸新幹線金沢開業を控え、内灘ブランドの 
商品開発への補助

地域振興

高齢者運転免許自主返納支援
� 20万円
コミュニティバス回数券とサンセットカード 
商品券または北鉄グループ利用券を進呈

交通安全

調査費� 400万円
北部開発ビジョン策定のための調査

北部開発

軽可搬ポンプ等の購入
� 102万円
旭ヶ丘女性防火クラブにポンプと、火災予防 
啓発用DVD、プロジェクター等の購入

鼓笛隊セット購入� 42万円
防火意識の向上のため誠美幼稚園に 
鼓笛隊セットを購入

防火啓発

平成25年度

健やかな成長を（鶴が丘保育園 竣工式）
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平
成
24
年
度
補
正
予
算

�

（
全
員
賛
成
）

一
般
会
計

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
９
３
３

９
万
円
を
減
額
し
、
総
額
85
億

２
３
０
８
万
円
と
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
２
９
９

万
円
を
減
額
し
、
総
額
14
億
１

０
３
３
万
円
と
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
特
別
会
計

事
業
費
の
確
定
・
売
電
収
入
増

に
よ
り
５
７
７
万
円
を
追
加
し
、

総
額
３
７
７
０
万
円
と
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
４
６
８

７
万
円
を
追
加
し
、
総
額
30
億

３
３
９
３
万
円
と
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
１
２
４

１
万
円
を
減
額
し
、
総
額
２
億

１
４
４
６
万
円
と
し
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
３
７
２

万
円
を
減
額
し
、
総
額
14
億
２

４
４
０
万
円
と
し
た
。

平
成
25
年
度
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

�

（
全
員
賛
成
）

保
健
指
導
の
体
制
強
化
の
た
め

１
１
３
万
円
を
追
加
し
、
総
額

30
億
７
０
８
３
万
円
と
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

�

（
全
員
賛
成
）

内
灘
ポ
ン
プ
場
耐
震
補
強
工

事
等
で
１
６
８
万
円
を
追
加
し
、

総
額
13
億
３
１
８
万
円
と
し
た
。

内灘ポンプ場

条
例
改
正

税
条
例�

（
全
員
賛
成
）

特
別
控
除
額
と
延
滞
金
利
率
の

見
直
し
等
に
よ
る
改
正
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

�

（
全
員
賛
成
）

国
保
税
の
軽
減
措
置
を
延
長
す

る
改
正
。

部
制
条
例�

（
賛
成
多
数
）

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
の
廃
止
に

伴
う
改
正
。

職
員
の
給
与
条
例�

（
賛
成
多
数
）

国
家
公
務
員
の
給
与
減
額
措
置

を
踏
ま
え
た
改
正
。

常
勤
の
特
別
職
と
教
育
長
の
給
与

条
例�

（
全
員
賛
成
）

国
家
公
務
員
の
給
与
減
額
措
置

を
踏
ま
え
た
改
正
。

乳
児
及
び
児
童
の
医
療
費
助
成
条

例�

（
全
員
賛
成
）

18
歳
ま
で
助
成
年
齢
を
拡
大
す

る
改
正
。

財
産
の
取
得

�

（
全
員
賛
成
）

除
雪
ト
ラ
ッ
ク

　
契
約
先

�

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
㈱

　
契
約
金
額�

１
８
６
９
万
円

除
雪
ド
ー
ザ

　
契
約
先�

千
代
田
機
電
㈱

　
契
約
金
額�

６
８
０
万
円

除雪トラック

白熱した� 討論を展開
暫定予算から本格予算へ

賛
成 

生
田 

勇
人 

議
員

こ
の
調
査
費
は
、
前
町
政
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
続
け
て
き
た
北
部
住
民
に

と
っ
て
、
大
き
な
希
望
だ
。

賛
成 

中
島 

利
美 

議
員

住
民
に
説
明
会
を
行
う
た
め
調
査

が
必
要
だ
。
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
立

て
る
こ
と
が
、
大
変
重
要
で
あ
る
。

賛
成 

太
田 

臣
宣 

議
員

北
部
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、

調
査
も
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
予

算
は
北
部
開
発
の
第
一
歩
だ
。

反
対 

水
口 

裕
子 

議
員

町
民
と
の
協
働
を
含
め
た
重
要
施

策
は
総
務
部
で
所
管
し
、
行
政
組

織
全
体
を
総
括
す
べ
き
だ
。

反
対 

清
水 

文
雄 

議
員

町
政
運
営
が
開
発
を
重
視
し
た
箱

物
行
政
と
な
り
、
ソ
フ
ト
面
の
施

策
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
。

賛
成 

川
口 

正
己 

議
員

財
政
部
門
と
企
画
部
門
は
町
の
発

展
の
た
め
に
は
一
緒
に
す
べ
き
で

は
な
い
。

反
対 

清
水 

文
雄 

議
員

民
間
給
与
に
影
響
を
与
え
、
消
費

が
減
少
し
、
ま
す
ま
す
地
域
経
済

が
不
安
定
と
な
る
。

反
対 

北
川 

悦
子 

議
員

景
気
対
策
は
賃
金
引
上
げ
と
内
需

拡
大
に
あ
り
、
逆
行
す
る
こ
と
は
、

ま
す
ま
す
経
済
を
冷
え
込
ま
せ
る
。

内
灘
町
部
制
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
賛
成
12
人
、
反
対
3
人
）

一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
賛
成
13
人
、
反
対
2
人
）

6月定例会
11日～20日
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財
産
の
取
得

�

（
全
員
賛
成
）

除
雪
ト
ラ
ッ
ク

　
契
約
先

�

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
㈱

　
契
約
金
額�

１
８
６
９
万
円

除
雪
ド
ー
ザ

　
契
約
先�

千
代
田
機
電
㈱

　
契
約
金
額�

６
８
０
万
円

除雪トラック

白熱した� 討論を展開
北
部
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
調
査

費
4
0
0
万
円
に
対
す
る
討
論

反
対 

水
口 

裕
子 

議
員

白
帆
台
交
通
量
の
４
割
減
は
歓
迎

す
べ
き
。
イ
ン
タ
ー
設
置
な
ら
調

査
前
に
説
明
会
を
実
施
せ
よ
。

賛
成 

川
口 

正
己 

議
員

計
画
変
更
が
安
易
に
行
わ
れ
な
い

よ
う
、
し
っ
か
り
し
た
北
部
開
発

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
る
た
め
の
予
算
だ
。

反
対 

清
水 

文
雄 

議
員

北
部
イ
ン
タ
ー
は
本
当
に
町
全
体

の
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
。
白
紙
撤

回
し
て
広
く
町
民
の
意
見
を
聞
け
。

賛
成 

生
田 

勇
人 

議
員

こ
の
調
査
費
は
、
前
町
政
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
続
け
て
き
た
北
部
住
民
に

と
っ
て
、
大
き
な
希
望
だ
。

賛
成 

中
島 

利
美 

議
員

住
民
に
説
明
会
を
行
う
た
め
調
査

が
必
要
だ
。
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
立

て
る
こ
と
が
、
大
変
重
要
で
あ
る
。

賛
成 

太
田 

臣
宣 

議
員

北
部
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、

調
査
も
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
予

算
は
北
部
開
発
の
第
一
歩
だ
。

反
対 

水
口 

裕
子 

議
員

町
民
と
の
協
働
を
含
め
た
重
要
施

策
は
総
務
部
で
所
管
し
、
行
政
組

織
全
体
を
総
括
す
べ
き
だ
。

反
対 

清
水 

文
雄 

議
員

町
政
運
営
が
開
発
を
重
視
し
た
箱

物
行
政
と
な
り
、
ソ
フ
ト
面
の
施

策
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
。

賛
成 

川
口 

正
己 

議
員

財
政
部
門
と
企
画
部
門
は
町
の
発

展
の
た
め
に
は
一
緒
に
す
べ
き
で

は
な
い
。

反
対 

清
水 

文
雄 

議
員

民
間
給
与
に
影
響
を
与
え
、
消
費

が
減
少
し
、
ま
す
ま
す
地
域
経
済

が
不
安
定
と
な
る
。

反
対 

北
川 

悦
子 

議
員

景
気
対
策
は
賃
金
引
上
げ
と
内
需

拡
大
に
あ
り
、
逆
行
す
る
こ
と
は
、

ま
す
ま
す
経
済
を
冷
え
込
ま
せ
る
。

平
成
25
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

（
賛
成
14
人
、
反
対
1
人
）

内
灘
町
部
制
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
賛
成
12
人
、
反
対
3
人
）

一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
賛
成
13
人
、
反
対
2
人
）

人
事
案
件

�

（
全
員
賛
成
）

副
町
長

�

上か
み

出で　
孝た

か

之ゆ
き　

氏　

�

（
新
任　
金
沢
市
）

人
権
擁
護
委
員

�

根ね

畑ば
た　

利と
し

治は
る　

氏　

�

（
新
任　
千
鳥
台
）

�

荒あ
ら

船ふ
ね　

眞ま

由ゆ

美み　
氏

�

（
新
任　
鶴
ヶ
丘
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
古こ

平だ
い
ら　

真し
ん

一い
ち　

氏

�

（
再
任　
白
帆
台
）

討 

論
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（◎は委員長、○は副委員長）

八田外茂男　　恩道正博　　藤井良信　　夷藤　満
水口裕子　　◎川口正己　○酒本昌博　　中川　達

　総務部（総務課・財政課・税務課）、都市整備部
（地域振興課・都市建設課・上下水道課）、消防本部、
会計課、議会事務局、監査委員事務局の調査、審査
をする委員会です。

総務産業建設常任委員会

清水文雄　　中島利美　　北川悦子　　能村憲治
南　守雄　◎生田勇人　○太田臣宣　　渡辺　旺

　町民福祉部（町民生活課・保険年金課・福祉課・
環境安全課）、教育委員会（学校教育課・生涯学
習課）の調査、審査をする委員会です。

文教福祉常任委員会

　太田臣宣　酒本昌博　生田勇人
◎恩道正博　○中島利美

　年4回発行する議会だよりの、編
集・発行を担当しています。読みや
すく、わかりやすい紙面づくりの調
査・研究をします。

内
灘
町
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

中
島
利
美

議会広報対策特別委員会

（左から）
　生田勇人　　川口正己　◎中川　達
○八田外茂男　藤井良信

　議会の運営や活動のあり方の問題点
をとらえて調査研究し、より適正円滑
な議会運営を目的に、副議長および常
任委員長等で構成しています。

議会運営委員会

構 成 決 ま る議 会
議
員
定
数
は

平
成
26
年
9
月
め
ど
に
決
定 
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検
討
課
題

議

員

定

数

人
口
・
面
積
・
社
会
情
勢
等
を
考
慮
し
、
削
減

の
方
向
で
平
成
26
年
９
月
ま
で
に
決
定
す
る
。

議

員

報

酬

議
員
定
数
削
減
と
の
関
係
が
深
く
、
同
時
に
検

討
し
て
い
く
。

政
務
活
動
費

議
員
定
数
・
報
酬
と
あ
わ
せ
て
協
議
す
る
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

大
幅
な
経
費
削
減
か
ら
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
の
導
入
を
25
年
度
中
に
進
め
て
い
く
。

通

年

議

会

議
員
活
動
の
あ
り
方
も
含
め
、
26
年
3
月
を
め

ど
に
検
討
し
て
い
く
。

議
会
基
本
条
例

時
間
を
か
け
て
、
検
討
し
て
い
く
。

姉

妹

都

市

羽
幌
町
議
会
と
の
交
流
は
、
活
性
化
に
向
け
検

討
す
る
。

委
員
会
構
成

①
各
常
任
委
員
会
と
特
別
委
員
会
の
構
成
は
、
現

状
の
ま
ま
継
続
す
る
。

②
町
の
重
要
案
件
な
ど
状
況
に
応
じ
、
特
別
委
員

会
を
随
時
設
置
す
る
。

③
予
算
を
審
議
す
る
委
員
会
は
、
特
に
設
け
ず
、

現
状
の
ま
ま
対
応
す
る
。（
当
初
予
算
は
３
月

定
例
会
で
２
日
間
の
集
中
審
議
し
て
い
る
）

改 革 進 め る 議 会

　

通
年
議
会
に
な
る
と
、
定
例

会
の
会
期
を
1
年
と
し
て
閉
会

期
間
を
な
く
し
、
必
要
に
応
じ

て
本
会
議
・
委
員
会
を
開
け
る

よ
う
に
す
る
制
度
で
す
。
こ
れ
は
議
会
が
主
導

的
、
機
動
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
議

会
の
役
割
や
機
能
の
充
実
、
強
化
を
図
る
の
が

狙
い
で
す
。

議
員
定
数
は

平
成
26
年
9
月
め
ど
に
決
定 

　
今
後
の
議
会
改
革
の
進
め
方
は
、
各
議
員
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
を
も
と
に
、

議
会
運
営
委
員
会
で
素
案
を
ま
と
め
、
全
員
協
議
会
で
議
論
し
て
い
く
。

町会区長会との意見交換会
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一
般
質
問

北
川　
こ
れ
ま
で
の
障
害

者
自
立
支
援
法
が
改
正
さ
れ
、

４
月
よ
り
障
害
者
総
合
支
援

法
が
施
行
さ
れ
た
。

　
ど
こ
が
変
わ
り
、
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

町
長　
法
律
の
中
に
基
本

理
念
が
創
設
さ
れ
、
全
て
の

国
民
が
、
障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
基
本

的
人
権
を
有
す
る
か
け
が
え

の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
大
変
意

義
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
範
囲

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
難
病

指
定
を
受
け
た
方
が
新
た
に

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

対
象
と
な
る
こ
と
や
、
重
度

訪
問
介
護
の
対
象
者
が
拡
大

さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の

方
に
必
要
な
支
援
が
で
き
る
。

北
川　
町
に
は
相
談
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業
者

が
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

町
民
福
祉
部
長
　
相
談
支

援
事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
急
務
で
、
町
内
事
業
者
の

育
成
に
努
め
る
。

北
川　
重
度
の
障
が
い
の

あ
る
方
は
65
歳
に
な
る
と
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

で
き
る
が
、
町
の
対
応
は
。

健
康
推
進
課
長
　
65
歳
に

な
る
１
カ
月
前
に
加
入
意
思

確
認
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
、

希
望
者
は
認
定
申
請
書
を
提

出
後
、
被
保
険
者
と
な
る
。

北
川　
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
方
で
、
ほ
の
ぼ
の

湯
の
無
料
利
用
券
対
象
者
の

扱
い
は
。

町
民
福
祉
部
長
　
該
当
す

る
方
に
障
害
者
手
帳
と
同
時

に
交
付
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
免
除
制
度
も
含
め
、
窓

口
で
周
知
を
し
て
い
く
。

北
川　
要
介
護
認
定
者
へ

の
障
害
者
控
除
認
定
書
の
交

付
は
、
申
請
を
し
な
く
て
も

全
員
に
送
付
す
べ
き
だ
。

介
護
福
祉
課
長
　
平
成
25

年
度
分
の
申
告
か
ら
、対
象
者

全
員
に
認
定
書
を
送
付
す
る
。

保

育

所

北
川　
向
粟
崎
保
育
所
の

畳
や
網
戸
が
劣
化
し
て
い
る
。

早
急
に
対
処
せ
よ
。

町
民
福
祉
部
担
当
部
長

　
畳
や
網
戸
の
修
繕
は
、
現

在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

交

通

安

全

北
川　
の
と
里
山
海
道
直

線
化
・
無
料
化
に
伴
い
、
内

灘
湊
大
橋
へ
の
交
通
量
が
多

く
な
っ
た
。
ス
ピ
ー
ド
も
出

て
お
り
、
大
変
危
険
で
あ
る
。

　
特
に
千
鳥
台
１
丁
目
か
ら

金
沢
市
粟
崎
町
４
丁
目
に
入

る
箇
所
に
信
号
機
を
設
置
し
、

街
灯
の
整
備
も
必
要
だ
。

総
務
部
長
　
主
要
地
点
の

交
通
量
調
査
を
実
施
す
る
。

　
指
摘
箇
所
の
信
号
機
設
置

は
、
町
か
ら
津
幡
警
察
署
に

要
望
し
て
い
る
。

　
街
灯
は
夜
間
の
歩
行
者
の

利
用
状
況
に
よ
り
、
道
路
照

明
等
の
設
置
を
検
討
す
る
。

どうみる 支援法改正

北川　悦子 議員

基本理念の創設は意義深い　町長

急がれる安全対策
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一
般
質
問

藤
井　
安
倍
総
理
は
こ
の

ほ
ど
官
邸
に
若
者
・
女
性
活

躍
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
発
足

さ
せ
、
６
月
中
旬
を
め
ど
に

雇
用
や
格
差
是
正
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
※
に
関
す

る
施
策
を
取
り
ま
と
め
、
新

政
権
の
成
長
戦
略
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
若
者
を
中
心
と
す
る
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
で

の
町
の
考
え
を
示
せ
。

町
長　
国
は
平
成
19
年
に

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
憲
章
」

を
策
定
し
、
人
生
の
各
段
階

に
応
じ
た
多
様
な
働
き
方
が

選
択
で
き
る
よ
う
社
会
構
築

を
求
め
て
い
る
。

　
町
で
は
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
活
用
や
、
若
者
な
ど

が
集
い
楽
し
め
る
総
合
公
園

の
拡
充
な
ど
、
心
豊
か
な
調

和
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
。

教

育

藤
井　
新
教
育
長
の
「
教

育
理
念
」
に
基
づ
く
考
え
を

聞
く
。

教
育
長
　
教
育
と
は
充
実

し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
必

要
な
自
立
の
力
を
身
に
付
け

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
教
育
は
人
な
り
」
の
と

お
り
、
先
生
方
は
子
ど
も
た

ち
が
目
を
輝
か
せ
る
教
育
活

動
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
私
自
身
そ
の
確
認
と
質
の

向
上
を
求
め
、
学
校
現
場
に

足
を
運
ん
で
い
る
。

藤
井　
全
国
保
護
者
意
識

調
査
で
は
、
学
校
週
６
日
制

に
賛
成
の
人
は
80
％
を
越
え

た
が
、
町
の
見
解
は
。

教
育
次
長
　
週
末
の
親
子

の
触
れ
合
い
や
、
地
域
で
の

活
動
時
間
を
持
つ
こ
と
も
成

長
の
上
で
大
切
と
考
え
る
。

藤
井　
教
育
委
員
会
で
の

議
論
の
形け

い

骸が
い

化か

を
防
ぐ
た
め
、

子
育
て
世
代
の
マ
マ
さ
ん
目

線
を
生
か
せ
。

教
育
次
長
　
保
護
者
の
立

場
か
ら
の
意
見
を
教
育
行
政

に
反
映
し
、
さ
ら
な
る
充
実

に
努
め
て
い
る
。

藤
井　
昨
年
12
月
議
会
で

子
ど
も
た
ち
へ
の
歌
舞
伎
鑑

賞
を
提
案
し
た
が
進
捗
は
ど

う
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
文
化
庁

へ
要
望
し
、
内
定
通
知
が
あ

っ
た
。
今
後
実
施
に
向
け
て

協
議
し
て
い
く
。

藤
井　
中
学
校
で
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム

※
開
設
の
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長
　
先
進
実
践
校
の

成
果
を
見
極
め
検
討
す
る
。

介

護

福

祉

藤
井　
地
域
の
介
護
基
盤

整
備
に
お
け
る
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

町
民
福
祉
部
長
　
高
齢
者

を
見
守
り
支
え
あ
う
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
が
必
要
で
、
地

域
支
援
体
制
を
具
体
化
し
て

い
く
。

※
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
と
は
仕
事
と
生
活
の
調

和
。

※
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
と
は
、
気
軽

に
英
語
を
使
っ
て
楽
し
み

な
が
ら
聞
き
流
す
こ
と
が

で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

た
め
の
空
間
。

次世代若者支援策は
仕事と生活の調和を図る　町長

藤井　良信 議員

英語をもっと身近に
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一
般
質
問

清
水　
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
は
、
ま
ち
づ
く
り

に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

早
期
に
見
直
し
と
整
備
を
図

る
べ
き
だ
。

　
他
自
治
体
は
、
創
意
工
夫

を
し
て
住
民
の
意
見
を
吸
い

上
げ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
細
や
か
に
町
民

の
意
見
を
聞
く
べ
き
で
あ
り
、

町
の
姿
勢
を
問
う
。

町
長　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
素
案
が
策
定
委
員
会
に
て

了
承
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
聴
取
し
、
住
民
説
明

会
で
意
見
を
伺
う
予
定
。

　
そ
の
後
、
町
都
市
計
画
審

議
会
で
審
議
し
、
最
終
的
に

決
定
す
る
。

　
住
民
説
明
会
は
、
昨
年
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
の
よ
う

な
事
後
説
明
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
地
区
で
き
め
細
や
か

に
説
明
し
た
い
。

清
水　
今
後
、
策
定
委
員

会
の
審
議
内
容
を
ど
の
よ
う

に
取
り
扱
っ
て
い
く
の
か
。

町
長　
各
委
員
か
ら
の
意

見
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
指

摘
事
項
を
県
及
び
町
で
再
検

討
し
て
い
る
。

清
水　
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
議
会
へ
の
提
出

時
期
は
。

都
市
整
備
部
長
　
町
都
市

計
画
審
議
会
の
審
議
結
果
報

告
は
、
平
成
26
年
度
中
を
め

ど
に
考
え
た
い
。

清
水　
北
部
イ
ン
タ
ー
は

本
当
に
必
要
か
。
町
全
体
の

プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
通
勤
の

利
便
性
だ
け
で
は
な
く
、
町

の
魅
力
発
信
や
活
性
化
を
図

る
上
で
重
要
と
考
え
て
い
る
。

清
水　
北
部
イ
ン
タ
ー
は

白
紙
撤
回
し
て
、
広
く
町
民

の
意
見
を
聞
く
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
長
　
町
の
均

衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
も
、

北
部
地
区
イ
ン
タ
ー
は
重
要

な
道
路
整
備
計
画
と
考
え
る
。

原
子
力
防
災

清
水　
町
は
志
賀
原
子
力

発
電
所
か
ら
40
キ
ロ
圏
で
、

ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
を
し
て
い

る
。
金
沢
市
は
50
キ
ロ
圏
だ

が
、
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
防
災
計
画
の

中
に
原
子
力
防
災
対
策
計
画

を
入
れ
て
策
定
し
た
。

　
町
で
も
防
災
計
画
の
中
に
、

原
子
力
防
災
対
策
計
画
を
策

定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
町
は
、
国
が

定
め
る
30
キ
ロ
圏
外
で
防
災

計
画
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
。

　
金
沢
市
の
防
災
計
画
の
内

容
は
、
原
子
力
に
関
す
る
予

防
計
画
・
応
急
対
策
計
画
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
被
曝

医
療
体
制
な
ど
も
明
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に

県
と
協
議
し
検
討
し
た
い
。

広く意見反映を

清水　文雄 議員

きめ細やかに説明　町長

官民連携でのメガソーラー（西荒屋地内）
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一
般
質
問

渡
辺　
昭
和
49
年
に
建
設

さ
れ
た
鶴
ヶ
丘
東
保
育
所
は

平
成
24
年
度
末
を
も
っ
て
閉

所
と
な
っ
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
楽
し
い

思
い
出
の
施
設
と
し
て
慣
れ

親
し
ん
だ
地
域
住
民
も
惜
別

の
念
が
残
る
思
い
で
あ
る
。

　
移
転
後
の
旧
鶴
ヶ
丘
東
保

育
所
の
跡
地
利
用
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
鶴
ヶ
丘
東
町
会
か

ら
本
年
１
月
に
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
世
代
間
交

流
を
目
的
と
し
た
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て

利
用
し
た
い
と
要
望
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
大

切
で
あ
り
、
今
あ
る
生
き
が

い
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
も

必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　
今
後
、
地
元
要
望
も
踏
ま

え
、
議
会
に
相
談
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

防

災

対

策

渡
辺　
森
本
か
ら
金
沢
市

内
に
森
本
・
富
樫
断
層
が
走

っ
て
い
る
。
こ
の
断
層
で
地

震
が
発
生
す
る
と
、
当
町
に

お
い
て
液
状
化
現
象
に
よ
る

甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
。

早
急
に
液
状
化
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
せ
よ
。

総
務
部
長
　
平
成
22
年
９

月
に
作
成
し
た
町
防
災
マ
ッ

プ
の
中
に
液
状
化
の
マ
ッ
プ

も
掲
載
し
て
あ
る
が
、
継
続

的
に
町
民
へ
の
啓
発
が
必
要

だ
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
図
面
が
小
さ
い
こ

と
も
あ
り
、
も
う
少
し
拡
大

し
て
わ
か
り
や
す
い
も
の
を

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

渡
辺　
本
年
４
月
に
当
町

で
震
度
３
の
地
震
が
発
生
し

た
際
、
防
災
行
政
無
線
に
よ

る
放
送
が
な
か
っ
た
の
は
な

ぜ
か
。

総
務
部
長
　
町
で
は
、
身

の
安
全
や
火
災
発
生
の
お
そ

れ
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し

放
送
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

渡
辺　
今
後
の
取
り
組
み

を
聞
く
。

総
務
部
長
　
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
の
計

画
を
進
め
て
お
り
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）
か
ら
の
自
動
起
動
装

置
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
同

時
に
周
知
が
可
能
と
な
る
。

渡
辺　

一
時
避
難
場
所
・

指
定
避
難
所
へ
の
案
内
看
板

を
設
置
せ
よ
。

総
務
部
長
　
道
路
や
海
抜

の
低
い
地
点
の
電
柱
に
、
海

抜
表
示
板
の
設
置
を
順
次
進

め
て
い
る
。
そ
の
看
板
の
中

に
避
難
場
所
へ
の
案
内
を
検

討
し
た
い
。

保育所の跡地利用は
地元の要望を踏まえ検討　町長

渡辺　　旺 議員

災害に備えて

思い出がいっぱい（鶴ヶ丘東保育所の修了式）
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一
般
質
問

酒
本　
新
教
育
長
の
い
じ

め
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み

方
と
考
え
方
を
問
う
。

教
育
長
　

学
校
は
安
心
・

安
全
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
楽
し
い
場
所
で
な
い
と

い
け
な
い
。

　

そ
の
た
め
教
職
員
に
は
、

い
じ
め
の
兆
候
を
い
ち
早
く

感
知
す
る
た
め
の
高
い
感
度

を
持
て
と
話
を
し
て
い
る
。

　
学
校
が
毅
然
と
し
た
強
い

態
度
で
、
い
じ
め
は
絶
対
に

許
さ
な
い
と
常
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
、
極
め
て
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
学
校
全
体
が
、
常
に
気
く

ば
り
・
目
く
ば
り
・
心
く
ば

り
を
す
る
こ
と
で
校
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
し

っ
か
り
し
た
組
織
対
応
を
し
、

い
じ
め
問
題
に
迅
速
、
丁
寧

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

酒
本　
町
教
育
セ
ン
タ
ー

の
生
徒
・
保
護
者
の
相
談
状

況
を
示
せ
。

学
校
教
育
課
長
　
過
去
３

年
間
の
相
談
件
数
は
、
平
成

22
年
度
が
１
６
３
件
、
23
年

度
が
98
件
、
昨
年
度
は
１
１

４
件
と
な
っ
て
い
る
。

酒
本　
小
中
学
校
で
の
い

じ
め
対
策
チ
ー
ム
編
成
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
校
長
、

教
頭
、
教
務
主
任
、
生
徒
指

導
、
教
育
相
談
担
当
、
養
護

教
諭
、
特
別
支
援
教
育
担
当

及
び
学
年
主
任
を
含
む
メ
ン

バ
ー
で
対
応
し
て
い
る
。

職

員

採

用

酒
本　
高
齢
者
の
雇
用
確

保
を
充
実
す
る
た
め
の
「
高

年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等

に
関
す
る
法
律
」
が
一
部
改

正
さ
れ
た
。

　
高
齢
者
等
の
雇
用
安
定
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
だ
が
、
町
職
員
の
再
任
用

と
新
規
職
員
採
用
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

町
長　
近
年
、
欠
員
補
充

だ
け
だ
っ
た
が
、
こ
の
再
任

用
制
度
を
活
用
し
、
組
織
運

営
の
維
持
を
図
っ
て
い
く
。

　
新
規
職
員
は
、
平
準
化
し

た
採
用
に
努
め
る
。

酒
本　
職
員
を
採
用
す
る

ま
で
の
流
れ
を
聞
く
。

町
長　
教
養
試
験
を
実
施

後
、
作
文
、
書
類
選
考
及
び

面
接
試
験
の
結
果
に
基
づ
き

採
用
決
定
を
行
っ
て
い
る
。

酒
本　
本
年
４
月
１
日
現

在
の
職
員
数
は
、
１
８
４
名

と
聞
い
て
い
る
が
、
条
例
で

定
め
て
い
る
職
員
定
数
と
現

職
員
数
と
の
違
い
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長
　
条
例
で
は
２

１
０
人
と
定
め
て
い
る
。

　
現
在
、
嘱
託
職
員
・
育
児

休
業
職
員
も
増
加
し
て
お
り
、

今
後
の
職
員
定
数
は
、
再
任

用
制
度
も
見
据
え
て
適
正
な

管
理
に
努
め
る
。

新教育長の方針は

酒本　昌博 議員

迅速・丁寧に取り組む　教育長

楽しい学校生活

頑張れ新人職員
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一
般
質
問

恩
道　
町
長
が
所
信
表
明

で
掲
げ
た
基
本
と
な
る
五
つ

の
政
策
の
実
現
と
今
後
の
町

政
運
営
を
進
め
る
上
で
、
空

席
と
な
っ
て
い
る
副
町
長
の

人
事
は
大
変
に
重
要
で
あ
る
。

　
町
長
は
副
町
長
人
事
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
明
る
く
元
気
な
町

の
復
活
を
目
指
し
、
ス
ピ
ー

ド
感
の
あ
る「
進
め
る
町
政
」

実
現
の
た
め
、
私
と
一
緒
に

町
政
運
営
に
取
り
組
む
副
町

長
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
最
終
調
整
の
話
を
し
て
お

り
、
今
定
例
会
中
に
副
町
長

の
人
事
案
件
を
提
出
し
た
い
。

北

部

開

発

恩
道　
町
長
は
３
月
議
会

で
「
町
発
展
の
鍵
は
北
部
地

区
に
あ
る
。
今
議
会
に
調
査

費
を
盛
り
込
み
、
早
期
に
開

発
計
画
を
策
定
し
た
い
」
と

述
べ
て
い
る
。

　
具
体
策
に
ど
ん
な
構
想
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
北
部
地
区
の
主
要

道
路
と
、
の
と
里
山
海
道
と

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
整

備
し
、
交
通
の
利
便
性
向
上

と
広
域
か
ら
の
誘
客
を
図
り

た
い
。

　
砂
丘
地
や
河
北
潟
干
拓
地

の
農
地
は
農
業
振
興
を
図
り
、

既
存
集
落
で
は
地
区
計
画
制

度
等
の
導
入
を
検
討
す
る
。

恩
道　
北
部
開
発
計
画
の

策
定
完
了
時
期
は
。

町
長　
北
部
地
区
の
活
性

化
調
査
事
業
は
、
今
年
度
中

に
実
施
し
た
い
。

恩
道　
放
水
路
両
岸
の
お

花
畑
、
放
水
路
の
ボ
ー
ト
遊

び
な
ど
一
大
名
所
と
す
る
計

画
へ
の
取
り
組
み
は
。

都
市
整
備
部
長
　
総
合
公

園
を
中
心
に
、
地
域
全
体
の

に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
む
。

公

民

館

恩
道　
公
民
館
の
耐
震
診

断
及
び
耐
震
化
工
事
の
進
捗

状
況
は
。

教
育
次
長
　
耐
震
診
断
は

今
年
度
中
に
完
了
す
る
。

　
耐
震
化
工
事
は
向
粟
崎
公

民
館
が
昨
年
完
了
し
た
。

　
今
年
度
は
鶴
ヶ
丘
西
と
室

公
民
館
を
予
定
し
て
い
る
。

恩
道　
公
民
館
の
非
構
造

部
材
は
、
耐
震
診
断
と
工
事

に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長
　
診
断
に
含
ま

な
い
が
、
実
施
設
計
に
あ
わ

せ
て
調
査
を
行
い
、
本
体
工

事
と
一
緒
に
改
修
を
行
う
。

恩
道　
中
央
公
民
館
の
高

架
水
槽
と
非
常
階
段
が
経
年

劣
化
で
損
傷
が
激
し
く
、
早

急
な
改
修
が
必
要
だ
。

教
育
次
長
　
劣
化
状
況
を

確
認
し
、
緊
急
性
が
あ
る
も

の
は
速
や
か
に
改
修
す
る
。

副町長人事は
今定例会中に提出　町長

恩道　正博 議員

河北潟ブランドを発信

整備された北部砂丘畑
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一
般
質
問

水
口　
町
は
「
の
と
里
山

海
道
の
無
料
化
で
状
況
が
大

き
く
変
化
し
た
の
で
、
ま
ず

北
部
地
区
か
ら
金
沢
へ
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
、
白
帆

台
中
央
も
含
め
調
査
し
た

い
」
と
北
部
地
区
活
性
化
の

調
査
委
託
費
を
計
上
し
た
。

　
新
町
長
と
な
り
、
中
央
案

も
含
め
た
調
査
を
す
る
な
ら
、

ま
ず
説
明
会
を
開
き
、
地
元

の
納
得
を
得
て
か
ら
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
調
査
検

討
し
た
内
容
を
、
議
会
と
協

議
し
、
町
の
方
針
と
し
て
今

後
進
め
て
い
き
た
い
。

　
場
所
が
特
定
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
、
説
明
会
を
行
う

の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思

う
。
方
向
性
を
示
し
、
関
係

町
会
へ
理
解
を
求
め
、
整
備

の
最
終
決
定
を
行
い
た
い
。

水
口　
町
道
幹
８
号
線
の

交
通
量
が
４
割
減
っ
た
の
で
、

金
沢
へ
の
イ
ン
タ
ー
は
必
要

な
い
の
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
町
の
魅

力
発
信
・
活
性
化
を
図
る
上

で
北
部
イ
ン
タ
ー
の
整
備
は

重
要
で
あ
る
。

町
政
懇
談
会

水
口　
住
民
の
声
を
聞
く

新
し
い
方
法
は
。

町
長　

テ
ー
マ
を
定
め
、

町
政
懇
談
会
を
11
月
ご
ろ
実

施
し
た
い
。

Ｄ

Ｖ

対

策

水
口　
全
国
的
に
Ｄ
Ｖ
被

害
が
ふ
え
て
い
る
中
、
金
沢

で
は
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
、
昨
年
の
相
談
件

数
は
前
年
よ
り
１
２
４
件
も

ふ
え
て
４
８
１
件
に
な
っ
て

お
り
、
身
近
に
相
談
所
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
町
の
相
談
支
援
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
民
福
祉
部
担
当
部
長

　
啓
発
の
ほ
か
、
民
生
委
員

や
町
職
員
の
研
修
を
強
化
し
、

資
質
の
向
上
を
図
り
た
い
。

　
相
談
の
場
と
し
て
人
権
相

談
・
な
ん
で
も
相
談
・
行
政

相
談
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

水
口　
扶
養
の
問
い
合
わ

せ
に
よ
り
被
害
者
の
居
場
所

が
わ
か
る
お
そ
れ
が
出
て
き

た
。
町
の
対
応
を
聞
く
。

町
民
福
祉
部
担
当
部
長

　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
生
命
や
財

産
を
脅
か
す
よ
う
な
認
定
調

査
は
し
な
い
と
、
県
か
ら
聞

い
て
い
る
。
町
も
同
様
だ
。

原
子
力
防
災

水
口　
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
外
の
当

町
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
※
に

よ
る
避
難
の
独
自
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
べ
き
だ
。

総
務
部
長
　
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

Ｉ
は
広
域
的
に
活
用
す
る
も

の
で
あ
り
、
市
町
単
位
で
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
も
の

で
は
な
い
。

水
口　
民
間
研
究
所
に
依

頼
す
れ
ば
有
料
だ
が
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
く
れ
る
。

総
務
部
長
　
民
間
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
避

難
計
画
は
極
め
て
難
し
い
。

※
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
と
は
、

緊
急
時
迅
速
放
射
能
影
響

予
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
で
、
原
発
な
ど
か
ら

放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ

る
な
ど
、
緊
急
事
態
に
周

辺
環
境
へ
の
影
響
を
、
放

出
源
情
報
や
気
象
条
件
・

地
形
デ
ー
タ
を
基
に
、
迅

速
に
予
測
す
る
シ
ス
テ
ム
。

調査前に地元説明を

水口　裕子 議員

方針決定後 理解を求める 都市整備
部　　長

メガソーラーでの住民説明会
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　
　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
「
積
極
的
に

接
種
勧
奨
し
な
い
」
と
勧
告
が
あ
っ
た
。

接
種
対
象
者
に
対
し
て
早
急
に
情
報
提

供
を
行
う
べ
き
だ
。

Ａ　

早
急
に
保
護
者
に
対
し
、
国
の
対
応

を
わ
か
り
や
す
い
文
書
で
発
送
す
る
。

　
　

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
は
県

内
初
の
事
業
で
あ
り
、
助
成
制
度
を
周

知
す
る
た
め
積
極
的
な
広
報
が
必
要
だ
。

ま
た
ド
ナ
ー
登
録
の
手
続
き
も
わ
か
り

に
く
い
。
あ
わ
せ
て
周
知
せ
よ
。

Ａ　

骨
髄
バ
ン
ク
や
医
療
機
関
等
に
通
達

す
る
ほ
か
、
町
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
す
る
。
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て
も
、

献
血
の
際
に
案
内
す
る
。

　
　

今
年
複
数
名
の
負
傷
者
が
出
た
町

民
体
育
祭
や
、
町
の
代
表
と
し
て
出
場

す
る
県
民
体
育
大
会
な
ど
、
補
償
を
確

保
す
る
た
め
保
険
内
容
を
見
直
せ
な
い

か
。

Ａ　

補
償
内
容
を
再
検
討
し
、
改
善
す
べ

き
と
こ
ろ
は
改
善
す
る
。

　
　

東
京
大
学
と
の
共
同
研
究
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
早
期
に
ま
と

め
る
べ
き
だ
。
そ
の
詳
細
を
委
員
会
へ

報
告
せ
よ
。

Ａ　
７
月
中
に
成
果
報
告
を
ま
と
め
る
予

定
で
あ
り
、
完
了
し
だ
い
報
告
す
る
。

ＱAＱAＱA

ＱA

　
　

白
帆
台
商
業
用
地
の
一
部
を
白
帆

台
保
育
園
駐
車
場
と
し
て
貸
与
し
て
い

る
が
、
保
育
園
側
に
独
自
で
駐
車
場
用

地
を
確
保
す
る
よ
う
勧
め
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
こ
れ
ま
で
も
勧
奨
し
て
き
た
が
、
今

後
も
白
帆
台
保
育
園
と
協
議
す
る
。

　
　

白
帆
台
に
新
た
な
投
票
所
を
設
置

す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

国
で
は
投
票
所
ま
で
の
距
離
、
選
挙

人
数
を
加
味
し
た
う
え
で
投
票
所
を
設
置

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
当
該
地
区
の

有
権
者
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
の

と
こ
ろ
設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

　
　

県
が
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区

域
（
大
根
布
・
西
荒
屋
・
室
）
外
の
危

険
箇
所
で
も
補
助
が
適
用
で
き
な
い
か
。

Ａ　

補
助
対
象
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

み
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
そ
れ
以
外
の

箇
所
に
つ
い
て
は
適
用
で
き
な
い
。

　
　

広
域
事
務
組
合
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ

内
灘
町
の
生
し
尿
・
汚
泥
の
搬
入
量
が

前
年
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
医
科

大
か
ら
の
汚
泥
量
が
要
因
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
減
量
化
に
努
め
て
い
る
の
か
。

Ａ　
医
科
大
は
浄
化
槽
汚
泥
と
し
て
毎
月

一
定
量
を
搬
出
し
て
お
り
、
５
年
前
か
ら

汚
泥
の
10
％
削
減
を
実
施
し
て
い
る
。

　
将
来
的
に
は
町
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
接

続
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

ＱAＱAＱA

ＱA

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

出店が待ち望まれる白帆台商業地

みんな仲良く力を合わせて

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
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あなたの声を国へ届けました !

（
国
会
へ
）

件　名 TPP交渉に関する意見書

要　旨

①徹底した情報開示と広範な
国民的議論の実施

②TPP交渉における交渉方針
の確立

提出議員 南　　守雄

賛成議員 川口　正己
生田　勇人

採決結果 採　　択
全員賛成

提出先
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、
外務大臣、厚生労働大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、
ＴＰＰ担当大臣、内閣官房長官

請
願
の
審
査
結
果

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る�

（
全
員
賛
成
）

採
択請

願
者	

石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合

	

代
表
理
事
組
合
長
　
井
上
　
信
一

紹
介
議
員	

南
　
　
守
雄

公
的
年
金
２・５
％
削
減
中
止
を
求
め
る

�

（
継
続
審
査
に
賛
成
13
人
、
反
対
２
人
）

請
願
者	

全
日
本
年
金
者
組
合
内
灘
支
部

	

支
部
長
　
北
川
　
　
進

紹
介
議
員	

北
川
　
悦
子

討 

論

�

継
続
に
反
対  

北
川 

悦
子 

議
員

　
年
金
引
き
下
げ
は
、
消
費
増
税
も
予
定
さ
れ
る
中
、

不
況
克
服
・
老
後
の
安
心
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

討 

論

�

継
続
に
賛
成  

太
田 

臣
宣 

議
員

　
公
的
年
金
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
形
式
と
な
っ
て
い
る

が
、
近
年
は
引
き
下
げ
を
し
て
こ
な
か
っ
た
。
慎
重

に
審
議
す
る
べ
き
だ
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
求
め
る

�

（
賛
成
３
人
、
反
対
12
人
）

不
採
択

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の

請
願
者	

農
民
運
動
石
川
県
連
合
会

	

宮
岸
　
美
則

紹
介
議
員	

北
川
　
悦
子

討 

論

�

賛
成  

北
川 

悦
子 

議
員

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
も
経
済
効
果
は
少
な
く
、
農

業
へ
の
打
撃
を
は
じ
め
失
う
も
の
が
大
き
す
ぎ
る
。

継
続
審
査

消
費
税
増
税
の
実
施
中
止
を
求
め
る

�

（
継
続
審
査
に
賛
成
12
人
、
反
対
３
人
）

請
願
者	

消
費
税
廃
止
石
川
県
各
界
連
絡
会

	

加
藤
　
忠
男

紹
介
議
員	

北
川
　
悦
子

討 

論

�

継
続
に
反
対  

北
川 

悦
子 

議
員

　
消
費
が
さ
ら
に
落
ち
込
み
、
地
域
経
済
は
大
打
撃

を
受
け
、
国
の
財
政
を
危
機
に
追
い
込
み
、
低
所
得

者
ほ
ど
負
担
が
大
き
く
な
る
。
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ありゃ～どうなったがいね～ 追跡追跡 

答　弁 答　弁

その後

調査を進める
　全国5つの自治体で助成制度を実施して
いる。内容を調査・研究する。

運行を視野に入れ検討する
　実際に歩く距離や起伏の状態を勘案し、
バスの運行を視野に入れながら検討する。

その後

　骨髄ドナーへの費用補助をすることにより、
より多くの命が救われる。命を守るボラン
ティアを支援するドナー助成制度を創設せよ。

平成25年3月議会� 藤井　良信　議員

ドナー助成制度を創設せよ
　南北の不公平が生じないように、コミュニ
ティバスを活用するなど、南部方面にもス
クールバスを運行せよ。

平成22年9月議会� 川口　正己　議員

南部方面にもスクールバスを運行せよ

　県内初となる助成を開始します。骨髄・末
梢血幹細胞提供のための通院や入院に対し、
通算7日を上限に、骨髄提供者には1日2万
円、提供者が従事している町内の事業所に1
日1万円の助成を行います。

7 月 1日より助成開始
　平成24年4月から一部地域を対象に試行
運行を開始。同年9月から向粟崎1・3・4
丁目、アカシア、旭ケ丘、緑台、千鳥台1・
3～5丁目の地区を対象として民間バス会社
への委託による本格運行を開始しました。

昨年9月から本格運行開始

町議会Eメールアドレス　gikai@town.uchinada.lg.jp

町ホームページ　http://www.town.uchinada.lg.jp

議会録画をご覧下さい
◦町ホームページで、インターネット配信されています。

9月

ドナーカード
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1部あたりの単価は28.88円です。

リサイクルペーパーを使用しています。

発
　

行
：

内
灘

町
議

会
	

責
任

者
：

議
長

　
夷

藤
　

満
編

　
集

：
議

会
広

報
対

策
特

別
委

員
会

〒
920-0292　

 石
川

県
河

北
郡

内
灘

町
字

大
学

1丁
目

2‐
1

 076-286-6715　
 FA

X
076-286-6711

笑顔・みーつけた
今
回
紹
介
す
る
方
は
、
向

粟
崎
に
お
住
ま
い
の
中な

か

村む
ら

敏と
し

夫お

さ
ん
で
す
。

◆
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

○
珠
洲
市
で
す
。

◆
内
灘
町
に
住
ん
で
何
年
に

な
り
ま
す
か
？

○
13
年
に
な
り
ま
す
。

◆
日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

○
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

や
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
初
め
て
福
島
県
の
子

ど
も
た
ち
を
招
待
し
て
、

内
灘
町
の
子
ど
も
た
ち
と

被
災
地
支
援
交
流
事
業
を

行
い
ま
し
た
。
来
年
以
降

も
ぜ
ひ
継
続
し
て
行
い
た

い
で
す
。

◆
あ
な
た
自
身
が
町
に
望
む

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

○
子
ど
も
が
４
人
い
る
の
で

子
育
て
支
援
や
、
安
全
な

通
学
路
・
教
育
費
の
軽
減

な
ど
が
あ
れ
ば
と
て
も
助

か
り
ま
す
。

◆
議
会
の
印
象
は
？

○
議
会
の
開
催
日
が
平
日
と

い
う
こ
と
も
あ
り
今
ま
で

傍
聴
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
回
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
機
に
も
っ
と
関

心
を
も
ち
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー�

中
島 

利
美

　
５
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た

第
65
回
石
川
県
町
村
議
会
議

長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、

内
灘
町
議
会
が
、
平
成
24
年

度
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は

地
域
の
振
興
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
の
た
め
、
議
会
の

活
性
化
に
努
め
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

表彰状を受け取る藤井副議長

議
会
全
国
表
彰

議会だよりもエコに配慮

大豆油のほかに、再生産可能な
大豆油、パーム油等の植物由来
油及びリサイクルした再生油を
使用した環境対応型オフセット
インキのことです。

印刷時に水を使用しない、CO2
削減で地球温暖化防止に役立つ
オフセット印刷方式を使用して
いることを明示する環境保護ロ
ゴです。

　

７
月
１
日
は
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士

山
を
始
め
、
各
地
の
山
で

「
夏
山
開
き
」
が
あ
り
ま

し
た
。

　

６
月
議
会
か
ら
広
報
委

員
も
５
人
の
委
員
が
選
任

さ
れ
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆

さ
ま
の
目
線
に
立
っ
た
議

会
だ
よ
り
の
編
集
を
目
指

し
ま
す
。〔

恩
道　

正
博
〕

広
報
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

恩
道　

正
博

　

副
委
員
長　

中
島　

利
美

　

委　
　

員　

生
田　

勇
人

　

委　
　

員　

酒
本　

昌
博

　

委　
　

員　

太
田　

臣
宣

福島っ子 in 内灘
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